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平成３１年度高梁市一般会計予算 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「後期高齢者医療の窓口負担の見直しにあたり、原則１
割負担の継続を求める」請願書 ● ● 〇 〇 ● ● ● 〇 ● 欠 ● ● ● ● ● ● ●

種子法廃止に伴い岡山県の取り組みが後退しないように
岡山県条例の制定を求める請願書 ● ● 〇 〇 ● ● ● 〇 ● 欠 〇 ● ● ● ● ● ●

※議長は採決に加わりません。
◎他の議案は全会一致で可決しました。

〇：賛成　●：反対　欠：欠席　３月定例会で賛否が分かれた議案の議決結果

　

議
案
第
41
号
「
平
成
31
年
度
高
梁

市
一
般
会
計
予
算
」
に
つ
い
て
、
10

月
か
ら
消
費
税
が
導
入
さ
れ
る
の
に

伴
い
、
学
校
給
食
費
が
値
上
げ
さ
れ

る
が
、
む
し
ろ
食
育
の
観
点
か
ら
無

料
化
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た

水
道
料
金
は
増
税
分
の
値
上
げ
に
な

る
が
、
水
道
は
暮
ら
し
に
直
結
す
る

も
の
な
の
で
引
き
上
げ
に
反
対
す
る
。

　

高
梁
市
図
書
館
の
１
億
６
０
０
０

万
円
の
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、

図
書
館
は
教
育
施
設
で
あ
り
、
直
営

を
求
め
る
立
場
か
ら
反
対
す
る
。
ま

た
指
定
管
理
者
で
あ
る
Ｃ
Ｃ
Ｃ
は
、

Ｔ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
個
人
情
報
を

裁
判
所
の
令
状
も
な
い
中
で
警
察
に

渡
す
な
ど
し
て
お
り
、
指
定
管
理
者

と
し
て
も
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

　

ま
た
順
正
学
園
吉
備
国
際
大
学
に

優
先
的
に
１
億
円
の
支
援
金
が
毎
年

計
上
さ
れ
て
お
り
、
市
民
生
活
を
応

援
す
る
立
場
か
ら
、
偏
重
し
た
支
出

と
考
え
る
。

　

議
案
第
42
号
「
平
成
31
年
度
高
梁

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
」
に
つ

い
て
、
新
年
度
予
算
で
は
国
民
健
康

保
険
税
は
現
状
維
持
と
さ
れ
た
。
国

民
健
康
保
険
制
度
は
行
き
詰
ま
り
、

全
国
知
事
会
で
も
国
費
投
入
を
求
め

て
い
る
。
市
民
負
担
は
現
状
維
持
と

い
う
こ
と
で
反
対
は
し
な
い
が
、
高

す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税
は
受
診
抑

制
に
よ
る
重
症
化
や
、
支
払
う
こ
と

が
で
き
な
い
加
入
者
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
心
配
が
あ
る
。
市
民
負
担
の
引

き
下
げ
の
た
め
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

　

請
願
第
１
号
「「
後
期
高
齢
者
の

窓
口
負
担
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
原

則
１
割
負
担
の
継
続
を
求
め
る
」
請

願
書
」
に
つ
い
て
。
総
務
省
の
家
計

調
査
に
よ
る
と
、
高
齢
者
無
職
世
帯

の
１
カ
月
の
家
計
は
５
万
円
の
不
足

で
貯
蓄
か
ら
取
り
崩
す
生
活
で
あ
る
。

年
金
の
引
き
下
げ
や
消
費
税
増
税
の

た
め
大
変
で
あ
り
窓
口
負
担
を
２
割

と
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
願
う
。

　

請
願
第
２
号
「
種
子
法
廃
止
に
伴

い
岡
山
県
の
取
組
み
が
後
退
し
な
い

よ
う
に
岡
山
県
条
例
の
制
定
を
求
め

る
請
願
書
」
に
つ
い
て
、
種
子
法
の

廃
止
に
よ
り
種
子
の
安
定
的
供
給
が

損
な
わ
れ
る
の
で
、
公
共
品
種
を
民

間
に
委
ず
厳
重
な
管
理
体
制
を
設
け

る
等
県
条
例
の
制
定
を
求
め
る
。

（
石
部　

誠
議
員
）

　

議
案
第
27
号
「
平
成
30
年
度
高
梁

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）」

に
つ
い
て
、
事
業
費
の
確
定
に
よ
る

21
億
円
余
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

昨
年
の
７
月
豪
雨
災
害
の
影
響
に
よ

り
、
見
直
し
や
延
期
さ
れ
た
事
業
に

つ
い
て
再
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
継
続
費
補
正
と
し
て
島
木
川
内

水
排
除
整
備
事
業
が
あ
る
が
、
防
災

減
災
の
意
味
か
ら
も
豪
雨
災
害
の
浸

水
箇
所
の
内
水
排
除
の
調
査
・
研
究
・

対
策
を
期
待
す
る
。

　

議
案
第
41
号
「
平
成
31
年
度
高
梁

市
一
般
会
計
予
算
」
に
つ
い
て
、
災

害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
重
点
配
分

す
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
異
論
を

唱
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
国
か
ら

の
交
付
税
の
縮
減
な
ど
で
、
本
市
の

財
政
運
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

重
点
施
策
へ
の
予
算
配
分
は
重
要
で

シ
ビ
ア
な
問
題
で
あ
る
が
、
将
来
へ

の
投
資
に
な
る
子
育
て
や
教
育
が
最

重
要
と
考
え
る
の
で
、
重
点
配
分
を

お
願
い
す
る
。

　

請
願
第
１
号
「「
後
期
高
齢
者

の
窓
口
負
担
の
見
直
し
に
あ
た

り
、
原
則
１
割
負
担
の
継
続
を
求

め
る
」
請
願
書
」
に
つ
い
て
。
高

齢
者
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
１

割
か
ら
２
割
に
な
る
だ
け
な
ら
ば

問
題
で
あ
る
が
、
国
の
医
療
制
度

を
維
持
す
る
に
は
構
造
の
体
質
改
善
、

受
診
行
動
の
適
正
化
や
給
付
内
容
の

見
直
し
も
必
要
で
あ
る
。
負
担
だ
け

を
問
題
と
す
る
こ
の
請
願
に
は
賛
同

で
き
な
い
。

　

請
願
第
２
号
「
種
子
法
廃
止
に
伴

い
岡
山
県
の
取
組
み
が
後
退
し
な
い

よ
う
に
岡
山
県
条
例
の
制
定
を
求
め

る
請
願
書
」
に
つ
い
て
、
種
子
法
は

昭
和
27
年
、
食
糧
難
だ
っ
た
時
代
に

制
定
さ
れ
、
平
成
30
年
４
月
１
日
を

も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
一
部
企
業
や

民
間
に
よ
る
種
子
の
私
物
化
や
品
種

の
独
占
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
種

苗
法
や
食
品
衛
生
法
の
規
制
も
あ

る
。
県
で
も
要
綱
が
決
め
ら
れ
て
い

る
の
で
不
採
択
す
べ
き
と
考
え
る
。

（
伊
藤
泰
樹
議
員
）

委
員
長　
川
上　
博
司

副
委
員
長　
森
上　
昌
生

委　
　
員　
大
月　
健
一

　
　
　
　
　
宮
田　
公
人

　
　
　
　
　
石
田　
芳
生

　
　
　
　
　
石
井　
聡
美

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
特
別

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

　
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
に
関
す

る
調
査
研
究
を
行
う
た
め
、
議
会

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
特
別
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
議
場
へ
の
Ｉ
Ｔ
機
器
持

ち
込
み
や
、
Ｉ
Ｔ
機
器
の
活
用
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
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備


